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先月の振り返り: 12月のドル円相場は112円半ば～115円前半で推移。オミクロン株感染拡大報道で

リスク回避の動きが広がったが、これまでの変異株ほど深刻ではないと報じられると金融市場は落

ち着きを取り戻した。その後は各国の金融政策発表を控えて小動きが続く中、注目だったFOMCで市

場予想以上にタカ派の内容だったことでドル買いムードが高まったものの、欧米でオミクロン株感

染者数が増加し続けていることが報じられ一進一退の動き。クリスマス休暇や年末を控えて薄商い

となる中、徐々に日米金融政策格差を背景としたドル買いが進行し、115円台を回復して2021年を終

えた。
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EXTRA VISION

　日銀金融政策決定会合

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　米ＧＤＰ速報値

今後の展開: オミクロン株は従来の変異株ほど致死率は高くないと見られており、

マーケットの関心事は主要国の金融政策に移っている。金利引き上げが予想されてい

る米国とゼロ金利政策が継続している日本という日米金利差を意識したドル買いと

なっており、日本が金融緩和政策を脱却するまで積極的に円買いが進むとは考えにく

い。今後もドル高に対応できるポジションを構築していきたいが、突発的な動きにも

注意を払っておきたい。

　英中銀政策金利

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利
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